





















































































































































































































































































































































































































1 英語は好きですか。 5 4 3 2 1
2 英語を声に出して読む（音読）ことは好きですか。 5 4 3 2 1
3 英語を声に出して読めるようになりたいと思いますか。 5 4 3 2 1
4 英語の発音は上手くなりたいと思いますか。 5 4 3 2 1







上記の質問に「はい」と答えた方へ いつ頃受講したいですか。 後期 2年次 3年次以降
インプットからアウトプットへ 81
資料2 分析ワークシート
概念名 高校までとは異なる授業の取り組み
定義（説明） 音声言語を中心とした授業への評価
バリエーション 高校までと違い，英語を楽しむことができる授業構成だった。
高校までの主に文法を中心とした授業と異なる。
テキストを基本とした授業じゃない。
教科書中心ではなく，歌や漫画などを使って熟語や発音などを勉強できて楽しかった。
歌を歌う発表やアフレコの発表が高校までの授業と全く違って楽しかった。
英語の歌を使った授業は今までしたことがなかったが，とても楽しく受けることができた。
勉強や暗記だけでなく，歌を歌ったり，アテレコをしたりする機会があって楽しく参加できた。
歌ってテストするというのはとても新鮮だった。ワークするよりこっちのほうが楽しいし身につ
くなあと思います。
映画を見て学ぶのは楽しい。
英語で表現することが楽しかった。
会話の授業のようで楽しかった。
英語が身近になった気がする。
英語に対する気持ちが変わった。
のびのびやれた。
嫌いになった英語がまた好きになった。
ワークやらなきゃとか単語覚えなきゃとか学校行きたくなかったけれど，歌だと電車の中とかで
聞いてればよいので楽しかったし，学校もバリバリ来ました。
考 察 音声言語を中心とした高校までとは異なる授業の取り組みにやる気がみえる。やる気の失せてい
た英語の授業に取り組もうという動機づけが喚起されている。
概念名 アウトプットを促すインプット
定義（説明） 教材としての歌や映画はアウトプットを促す取り組み易いインプット
バリエーション 日本の映画を英語で見たり，話して見るのは面白かった。
映画のアフレコが難しかったけど楽しかった。
歌やアテレコで楽しく学べた。
歌は楽しかった。芝居は難しかった。
歌で学ぶのはよかった。
歌を通して発音するのは覚えやすくてよい。
滑舌がよくなってきれいな発音で歌いたい。
歌を練習して覚えるのは楽しい。
歌が好きなので取り入れられて楽しかった。
歌うことは楽しかった。
歌のテストは楽しかった（個別なら）。
知らない歌を歌うことができて意外と楽しかった。
最初はできないと思ったけど授業をとおして歌を歌うことに慣れた。
毎回本気で歌うことができた。
カラオケで英語の歌を歌ってみたい（ララランドのCityofStars，タイタニックのMyHeart
wilGoOn，レ・ミゼラブルの民衆の歌など。
自分はアップテンポの曲のほうが覚えやすい。アップテンポの洋楽を聴いて少しでも歌えるよう
になったらいいなと思いました。
アップテンポのものもやってみたかった。
もっと英語の歌を歌ってみたいと感じた。
最近の洋楽を歌いたかった。
歌を歌えるようになりたい。
もっと歌いたい。
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洋楽の発音がかっこよかった。
カラオケで友達に褒められるくらいにはうまく発音できるようになった。
カラオケで友達に褒められるくらいにはうまく発音できるようになった。
考 察 教材としての歌や映画はアウトプット活動に有効。英語学習に前向きになれる。自身の英語レベ
ルを超えるインプットレベルでも動機づけにつながるし，アップテンポの曲は流暢さや聴く力に
つながる。
概念名 発音の学び直し
定義（説明） 発音の基礎をしっかり学ぶことの必要性
バリエーション 発音の授業は初めて。
発音の基礎から学んだ。
発音がしっかり理解できた。
発音のことをよく学ぶことができた。
英語の発音を多くやって，勉強になった。
発音をここまで詳しく教えてもらうことがなかったので受講してよかった。
高校までとは違う視点から発音やイントネーションを学べたので楽しめた。
この授業は発音を中心とした学習で楽しく学ぶことができた。
一つひとつの発音を細かく学ぶことができたのでよかった。
ここはこう読む，このスピードで読むというようなこと（を学んだ）。
同じアルファベットでも発音が違う。
今まで意識してなかった発音を知った。
発音にいろいろな種類があること（がわかった）。
間違った読み方などを正しく覚えることができた。
歌やフォニックスをとおして発音を改めて学びなおすことができた。
フォニックスをもっと知りたいとおもった。
発音などはわりと簡単だったので，もう少しレベルアップした長い単語でもついていけると思う。
考 察 発音についてしっかり学ぶ機会がこれまであまりなかったが，発音の仕方を学んで文字と発音の
関係などあらためて発見があり，発音について学びなおすことの意味や効果を感じている。
概念名 発音練習の効果
定義（説明） 発音の練習をすることで英語に慣れる
バリエーション 発音に少し慣れることができた。
早口英語で英語になれた気がする。
英語の発音がよくなった気がする。
前よりは，発音することに抵抗がなくなった。
発音やアクセントが，意識的でなく，無意識的にできるものが少し多くなった。
微妙な音の違いが少しききとれるようになった気がする。
英語にはちゃんと発音しない部分があった。
I・veが「ア」としか言っていない。
もっとリスニングに自信をつけたい。
少しでもききとれるようにがんばりたい。
きちんと発音できるようになりたい
もっと上手に発音できるようになりたい。
読むの（音読）がもっとうまくなりたい。
もっとすらすら読める（音読）ようになりたい。
考 察 発音の練習をすることで聴き取りにもよい影響を感じている。英語らしい発音をすることへの動
機づけも生まれている。
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概念名 協働関係
定義（説明） グループワークにおける協働的な関係は主体的な行動を促す
バリエーション 発表することにより，グループでコミュニケーションをとるので，よかった。
3人で（セリフを）読むのは楽しかった。歌のほうがさらに楽しかった。
周りの雰囲気がよく，気軽に発言できた。
人前で歌うのは緊張していたが，何度かやるにつれて，同じグループの人たちと仲良くなれて，
コミュニケーションを取りながら楽しく発表することができるようになった。
人の発音をきいて，自分の発音を見直した。
思ったようにしゃべれなかったので，リベンジしたい。
考 察 グループ・ワークで協調的・協働的な雰囲気があるところでは，学生の主体性が促され，やる気
につながる。
概念名 よりよい発音への関心
定義（説明） 個々の発音やリズムやイントネーションへの意識が高まる
バリエーション 高校までの発音とは全くちがい，最初は難しかった。
フォニクスは難しかったが，英語を話しているっていう気持ちを感じられた。
カタカナではなく，口の開き方や声の大きさなどに気を付けて発音する。
発音のしかた，つなげて読むことなど（を学んだ）。
単語一つ一つを発音するわけではない。
発音の規則（短縮など）が分かった。
つながる音が少しできるようになった。
つなげて読む，単語のリズム等を楽しく覚えられてよかった。
英語を発音するのにイントネーションやリズムが大事だということがわかった。
イントネーションの上がり下がりで捉えられる意味が異なる（ことがわかった）。
発音に注意しなければならない。
英語の発音が難しい。
発音をもっと意識していきたい。
考 察 アルファベットの一つひとつの音をあらためて学ぶことがカタカナ読みでない発音につながる。
リズムやイントネーションを学ぶことで単語単位から語句や文単位での発音の仕方にも意識が向
いている。英語の発音は難しいが，英語らしい発音・流暢さに対する関心が生まれている。
概念名 役立つ英語
定義（説明） 会話表現を身につけたい
バリエーション 自己紹介が役に立った。
自己紹介をスラスラいえるようになった。
しっかりした自己紹介ができるようになった。
話せたらかっこいいと思っていたので，少しだけでも話すことができたからよかった。
バイトでのちょっとした英語での受け答えができるようになった。
すぐにつかえる英語から始めたのがよかった。
英語の歌や映画を見て，少しでもしゃべれるようになりたい。
何か少しでも話せるようになりたい。
もっと英語でしゃべれるようになりたい。
もっと会話表現を知りたい。
外国人に道を聞かれてもちゃんと説明できるようになりたい。
外国に行った時によく使えるような英文のフレーズとかを学びたい。
話し方，聞き方もだんだん上達したい。
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概念名 広がる興味・関心
定義（説明） 授業をとおして映画の字幕や音楽の英語に関心をもつ
バリエーション 映画や音楽の英語がわかれば世界が広がる。
歌の歴史などの背景を知り，歌詞の内容を深く理解できた。
歌をとおして社会の動きを学んだり，興味を持てて，楽しかった。
歌詞の意味を調べておくことで，歌いながら，今，こんな内容を英語でうたっているんだなと思
いながらできた。
普段の生活でも洋楽を聴いたり，歌詞を調べる機会が増えた。
歌の意味を知ったり，知っている曲を英語で歌えるようになった。
洋楽を聴く機会もなく，歌う機会もなかったがこの授業をとおしていろいろ知ることができてよ
かった。
洋楽をもっと聴いて自分で意味を理解できるようになりたい。
今まで全然聞いていなかった洋楽を聴くようになった。
英語の歌をこの機会に歌ってみて英語の歌に興味が出てきた。
洋楽を聞いてみたり，内容を知っている映画を英語バージョンで観たりしたい。
考 察 英語の歌（洋楽）を聞くことや映画を字幕で見ることだけでなくその背景に関心を持つようにな
る。日常生活に結びつくと興味・関心を引き起こしやすい。歌もただ聞くのではなく，意味を知
りたいという欲求が生まれる。
概念名 アウトプットの必要性／有用性の認識
定義（説明） 口に出して練習することの効果を感じる
バリエーション 勉強したことをそのままにしないで発表という形でアウトプットできる場があってよかった。
発音，声に出して読む機会が多く入っていたのでよかった。
歌やアフレコをとおして英語を読むことで英文をただ読むときより楽しく言えたので良かった。
歌詞や映画のセリフを感情をこめてしゃべったりして，魅力的な授業だった。
歌での発表や映画のアテレコといった少人数ならでの英語表現の授業だった。文法をやるより将
来役に立つと思う。
感情や気持ちを伝える練習が，これから役に立つと思う。
歌うのが好きなので楽しかった。教科書の音読より効果を感じた。
話して使ってみることが大事だと思った。
歌やセリフで近づきやすくなった。
声に出すと覚えやすい。
発表は自分のやりたいものでやりたい。
考 察 アウトプットは必要。声に出すことで英語に近づきやすくなり，楽しさや効果も感じられてくる。
アウトプットをプラスすることの重要性。
考 察 使える英語を身につけたい。自己紹介は使える英語。
